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ま え が き

本書の姉妹編『最新　教職概論・生徒指導論 ─「教職実践演習」対応 ─〈第
3 版〉』（大学教育出版　20�5 年）でも「教職実践演習」に対応しているが、本
書では教職科目「教職実践演習」の「科目の趣旨・ねらい」の 4 事項とそのま
ま対応する形で第 � 部の 4 章を設定している。ここに本書の特色の第 � がある。
「①使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項」の到達目標で話題にされ

ている「教育に対する使命感や情熱を持ち、常に子どもから学び、共に成長
しようとする姿勢」や「高い倫理観と規範意識、困難に立ち向かう強い意志」

「自己の職責」は教職科目「教職概論」で課題にされていることと重なる。姉
妹編の第１部「教職概論」も参照していただきたい。
「②社会性や対人関係能力に関する事項」の到達目標で話題にされている

「教員としての職責や義務の自覚」や「目的や状況に応じた適切な言動」も
「教職概論」と重なりがあるが、「組織の一員としての自覚を持ち、他の教職
員と協力して職務を遂行することができる」や「保護者や地域の関係者と良好
な人間関係を築くことができる」等は教職科目のなかでも新しい項目である。

「他の教職員との人間関係」や「保護者との関係」等は、子ども相手の業務で
はない。何かを「教える」「指導する」という領域の内容ではないのである。
そのような項目をも新しく「実践」として取り込んだことが「教職実践演習」
の特徴ともいえる。したがって、この項目には多くのページを割り当てた。
「③幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項」は「子どもの発達や心身

の状況に応じて、抱える課題を理解し、適切な指導を行う」「子どもとの間に
信頼関係を築き、学級集団を把握して、規律ある学級経営を行う」を到達目標
としており、教職科目「生徒指導論」と重なる領域が多い。姉妹編の第 2 部

「生徒指導論」も参照していだきたい。
「④教科・保育内容等の指導力に関する事項」は従来の各「教科教育法」の

集大成ともいえる。到達目標にも例示がある「板書」等各教科の必要最低限の
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事柄についての記述にとどめた。技術指導が中心の教科もあれば実技・表現活
動に重きがおかれる教科もありそれぞれその教科の特性が異なるためである。

例えば、事項②の確認指標例「挨拶や服装、言葉遣い、他の教職員への対
応、保護者に対する接し方」すなわち「社会人としての基本」や「他の教職員
の意見やアドバイスに耳を傾けるとともに、理解や協力を得ながら、自らの
職務を遂行」、さらに「協調性や柔軟性」という項目は従来の「教材研究」等
では扱わなかった。「保護者の意見・要望に耳を傾ける」という確認指標例は、
大学生にとっては身近には感じにくいテーマであるだろう。想像力によって補
う必要のあるこれらの領域は、本書の第 2 部において実践例を織り込みながら
説明した。
「教職実践演習」の「2 授業内容例」や「4 授業方法等」で何度も強調され

ているロールプレイング（本書ではロールプレイと表記）について、第 2 部
「教職実践演習の方策」として独立した部を構築して記述をしている点に本書
の特色の第 2 がある。役割演技として書き言葉のロールレタリング（本書の中
では RL とも表記）の実践例をもまとめている類書は少ない。ロールプレイの

「型」や場面設定の創作度について筆者なりの分類もしている。
姉妹編と同様に、本書でも「演習」を数多く設けた。また、養護実践交流会

との共同執筆箇所も多く、いくつか「演習」の題材も提供していただいた。教
職員組織のなかの特色ある存在としての養護教諭について類書に比べて詳細に
説明している点は、本書の特色の第 3 である。

今回「教育実習指導」として第 3 部を加筆することによって、教職科目の集
大成である「教職実践演習」と教育実習とを関連づけて有機的に理解できるよ
うに新版に至った。なお、第 3 部の演習については〈手がかり〉を提供し、解
説は用意していない。
「実践」という共通の課題を中核に据えて今後も教員養成に資料を提供し続

けたい。

20�5 年 � 月
著　者
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